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InSARによる赤石山脈南部井川地区の地すべり変動の抽出
Detection the landslide deformation using InSAR analysis in the southern Japanese Alps
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防災の観点において、地表変動の発生箇所を把握しておくことは重要である。干渉SARは一度に広域の地表変動を cm
オーダーで観測することができ、活動状態にある地すべりの検出に有効である。本研究では ALOS-PALSARが取得した
データを用いて地すべり変動を抽出し、その有効性を検証することを目的とした。
静岡市北部の井川地区は大井川の上流部に位置し、中央構造線及び糸魚川-静岡構造線に挟まれた地域であるため地質

が脆弱である。また比高の大きい急傾斜地が分布し、降水量（約 3100mm/年）が多いことから、これまでに多くの地す
べりが発生している。
本研究では井川地区を対象に InSAR解析を行い、解析結果を地すべり地形分布図と比較することにより、活動状態の

可能性がある地すべり変動の抽出を行った。解析の結果、地すべりによる変動と思われる箇所を複数箇所抽出した。こ
れらの箇所について現地調査を行った結果、道路擁壁の亀裂などを確認した。また、北行および南行の両軌道で変動を
観測できた箇所に関しては 2.5次元解析を行った。
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